
[日時] 令和4年11月1日（火）
9:30～11:30

[場所] 湖北合同庁舎一階第一会議室

地域ワーキングの目的
長浜土木事務所管内の地域課題を抽出し、その課題を踏ま

えた今後の道路整備について、色々な立場の方から意見をい

ただくことを目的とする。

第３回地域ワーキング開催概要

このたび滋賀県では、平成30年3月に公表した『滋賀県道路整備アクションプログラム2018』の見直しを実

施することになりました。長浜土木事務所では、11月1日に第3回長浜地域ワーキングを開催しました。

滋賀県道路整備アクションプログラム

地域別アクションプログラム

長浜地域ワーキング

滋賀県道路整備アクションプログラムの見直しに向けた地域ワーキングを開催

長浜地域

第１回
ワーキング

第２回
ワーキング

第３回
ワーキング

第1回WGでいただいた意見に基づき、
「地域の声(案)」「地域の重点項目(案)」
を作成、提示し、意見をいただきました。

「地域の声」や「地域の重点項目」をとり
まとめるとともに、地域の課題を解消する
箇所を紹介しました。

第４回
ワーキング

アクションプログラム2023(案)を提示し
内容について意見をいただきます。

アクションプログラム２０２３策定
（令和5年3月予定）

アクションプログラム策定スケジュール

5年間を振り返り、地域の道路、交通の
問題点や課題等についてご意見をいただき
ました。

第３回ワーキング会議の開催状況

今回

１．緊急輸送道路の並行・結節路線の整備

２．中学・高校・大学の通学経路の整備

３．交通結節点、生産・物流拠点の周辺道路の整備

４．観光拠点と交通結節点間のアクセス道路の整備

災害の発生時において、誰も取り残さないようにするため、国・市等とも連携し、相互に補完できる災害に強い道路網の

整備が求められます。

「地域の声」「地域の重点項目」のとりまとめ結果

誰もが安全で安心して利用できる道路とするため、連続性を考慮した通学路等の歩道整備や交通安全対策、ユニバーサル

デザイン・バリアフリー化を推進する道路空間の整備が求められます。

産業の発展と地域の活性化を支えるため、鉄道駅やインターチェンジ、公共機関や病院等の拠点間を結ぶ道路の整備が求

められます。

魅力ある豊富な観光資源を活用し、ナショナルサイクルルート「ビワイチ」とも連携し地域の活力に繋げるため、観光地

へのアクセスが向上する道路の整備が求められます。

地域の
重点項目

１ 災害に強い道路網の整備

２ 安全・安心を確かにする道路空間の整備

３ 地域の活性化を支える拠点間を結ぶ道路の整備

４ 観光を軸とし地域活力に繋げる道路の整備

「
地
域
の
声
」



「地域の声・地域の重点項目」事務局（案）へのご意見

・道路整備だけでは大雪に対応できないため、除雪、融雪等の対応まで踏み込んでほしい。

・歩道の除雪は体制が難しい。維持管理しやすい歩道整備をお願いしたい。

ワーキングでいただいた主なご意見

今井 克美［公益社団法人長浜観光協会専務理事］

鹿取 輝之［公募委員］

小林 将来［米原警察署交通課課長］ (欠席)

高岸 洋平［米原警察署交通課係長］ (代理出席）

田邊 圭一［長浜警察署交通課課長］

轟 慎一 ［滋賀県立大学 准教授］(座長)

丹羽 崇 ［公募委員］

長谷川綱雄［米原市障害者福祉協会会長］

水上 敏彦［⻑浜商⼯会議所副会頭］

三馬 有子［公募委員］

森 和彦 ［湖北地域消防本部警防課課長］

安田智枝美［米原交通安全協会女性部部長］ (欠席）

横山 義人［長浜市都市建設部部長］

吉田 忠充［米原市まち整備部部長]

地域ワーキング委員（敬称略、五十音順）
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「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

１．災害に強い道路網の整備 １．災害に強い道路整備

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

２．安全・安心を確かにする道路空間の整備 ２．安全・安心な道路空間の整備

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

３．地域の活性化を支える拠点間を結ぶ道路の整備 ３．拠点間を結ぶ道路整備

「地域の声」（案） 「地域の重点項目」（案）

４．観光を軸とし地域活力に繋げる道路の整備 ４．観光を支援する道路整備

・障がい者の立場では、凹凸のない広い歩道と交差点改良時の音響信号の設置が必要である。

・通学路には、信号がある箇所と無い箇所があるため、通学路の表示で事故を回避する対策をお願いしたい。

・（仮称）神田ＳＩCができ、県でアクセス道路が整備されれば、交通拠点としての役割となり、地域活性

化に繋がる。

・米原ICからローザンベリーまでの間に、渋滞箇所、狭い区間、老朽化橋梁等の課題がある。

・長浜地域の南部と北部を比べると、人口減少対策の差が大きい。

観光軸の道路整備は観光振興に対する一助になると思う。

その他のご意見
・アクションプログラムは５年であるため、５年で完了してほしい。

・アクションプログラムに掲載された路線が、どのように地域の声が反映

され、選定されたかが分かるようにする必要がある。


